


































































































































































































































































































ch　　C1 C2 C3 C4 C5 C6 ch b1 b2
1　　，941
2　　．957
3　　．961
5　　．984
6　　．982
一．769e－01　　．480e－01　　．987e－01
一．815e－01　　．171e－01　　．513e－01
一，861e－01　　．856e－02　　．408e－01
一．395e－01　　．304e－02　　．552e－01
一．324e－01　　。509e－02　　．782e－01
1．05
1．27
1．40
1．51
1。51
，402e－01
．502e－01
．439e－01
．234e－01
．229e－01
1
2
3
5
6
一．650e－06　　．585e十〇〇
一．933e－06　　．691e十〇〇
一．126e－05　　．780e十〇〇
　．000e－00　　．100e十〇1
　．699e－06　　．107e十〇1
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輝度温度の推定値と真値の比較を表3，図2に示す。
Table　3 The　root　mean　squere　error　of　the
brightness　tmperature　estimation．
ch． RMS［K］
1
2
3
5
6
2．22e－01
2，77e－01
3，64e－01
9．04e－02
2．20e－01
5．結　　論
　以上の結果から以下の結論が得られる。大気の窓領
域における放射伝達方程式を，スペクトル平均，代表
大気放射の導入による大気放射項の簡略化，吸収物質
を水蒸気のみとした総透過率の簡略化により，輝度温
度の推定精度が0，4［K］以内の近似表現を得ること
ができ，高精度で拘束条件の少ないε一T分離の基礎
式を得ることができた。
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　　　　　　TBB　from　LOWTRAN　7【K】
Fig　2　The　comparison　between　the　actual　and
　　　estimated　brightness　temperature，
輝度温度のRMS誤差は最大のチャンネル3でも
0．4［K］以下であり，ASTERの目標である1．0［K］
以内の地表面温度推定には十分な精度であることが確
認された。また，誤差の原因のうち最も大きなものは
他の吸収物質の影響であると考えられる。これは，オ
ゾンの吸収帯にわずかにかかっているチャンネル3に
おける誤差が最大であることから説明できる。この波
数帯はASTERにおいて，オゾンの吸収を避けるよ
うに選択される予定である。
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